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令和 5 年 出初式 
海部南部消防組合 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

01 通常点検 

通常点検の目的は、礼節を明らかにして、規律を正し、隊員の品

位の向上を図るとともに、和衷共同して隊員の団結を強固に

し、もって消防一体の実をあげることにある。 

（消防訓練礼式の基準第３条） 

服装点検の様子 

消防手帳点検の様子 



更新したポンプ１号車（CD－Ⅰ型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  02 資機材展示 

昨年度末に更新したポンプ車の展示を行いました。 

ポンプ車は消火活動の基本となる放水のための水ポン

プを備え、火災現場では放水活動の起点として活躍しま

す。 

天井を高くすることで車内での活動スペースを確保しました。 

水を吸うための吸管は左右どちらからでも伸ばすことができます。 

車名：日野 デュトロ  

全長：５９９センチメートル 

全幅：１９２センチメートル 

全高：２９５センチメートル 

車両総重量：6925ｋｇ 

乗車定員：５人 

艤装メーカー：長野ポンプ株式会社 



藤下がり 

鯱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

03 はしご乗り演技 

はしご乗り演技は、山森消防長が平成１３年に出初式に取り入れ、現在まで２２年

引き継がれているものです。（令和５年１月１８日現在） 

はしご乗りは江戸時代、火消しが火災現場で高いはしごを立て、頂上から火事や

建物の状況、風向きを確かめたことが始まりで、さらには高所での作業を行うた

めの度胸、勇気をつけるために行われてたと言われています。 



ホース延長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

04 一斉放水 

地域住民の安心・安全を守る役割を担う消防職員として、消防の基本で

ある放水活動を冷静、迅速に実施し、日頃の訓練の成果を披露しました。 



蟹江警察署長 猪子 様 

海部南部消防組合議会議長 三浦 様 

管理者 飛島村長 加藤光彦 

弥富市消防団長 宇佐美 様 

 

国旗掲揚 永年勤続功労 

訓示・祝辞 火の用心 三唱 

海部南部消防組合職員として、２５年

以上在職し、特に功労があったことに

より、下記の職員が授与されました。 

鳥居 消防司令補 

山岸 消防司令補 

邨井 消防司令補 

鈴木 消防司令補 


